
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
実
／
容
器
包
装
・
食
品
他

資源再活用仕組みづくり加速

再
資
源
化
率
は
９
割
超
自
動
車
再
商
品
化
率
基
準
超
え
家
電

未
利
用
食
品
を
集
め
て
豚
の
飼
料
を
作
っ
て
い
る
現
場

　
家
電
や
自
動
車
、
容
器
包
装
、
食
品
、
建
設
の
各
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が
日
本
の
資
源
循
環
を
支
え
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
資
源
を
循
環
さ
せ
、
無
駄
な
く
活
用
す
る
こ
と
は
小
資
源
国
の
日
本
で
は
何
よ
り
重
要
だ
。
資
源
を
再
活

用
す
る
た
め
の
回
収
技
術
の
開
発
や
、
循
環
さ
せ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
地
球
温
暖
化

対
策
や
循
環
型
社
会
の
一
翼
を
担
う
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

を
混
合
し
た
燃
料
の
製
造
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

エコフィード利用畜産物認証制度を
使った山崎製パンの 総菜パン」

消
費
者
側
の
分
別
カ
ギ
容
器
残
さ
を
飼
料
や
培
地
に
食
品

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 　　

一
般
廃
棄
物
を
ホ

ッ
パ
ー
に
投
入

太
平
洋
セ
メ
ン

ト
熊
谷
工
場

　
市
町
村
か
ら
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
引
き

取
ら
れ
、
再
商
品
化
し
た
２

０
１
１
年
度
の
実
績
は
、
ガ

ラ
ス
瓶
が
前
年
度
比
１
・
５

％
増
の

万
６
７
９
８

。

そ
の
う
ち
、
瓶
原
料
製
品
に

再
生
さ
れ
た
の
は

・
７
％

で
前
年
度
比
０
・
５

上

昇
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
同
０

・
８
％
増
の

万
４
３
５
７

が
再
商
品
化
さ
れ
た
。
内

訳
は
、
繊
維
が

・
２
％
、

シ
ー
ト
が

・
６
％
な
ど
。

紙
製
容
器
包
装
は
同
５
％
減

の
２
万
５
９
２
５

が
再
商

品
化
さ
れ
、
そ
の
う
ち

・

３
％
が
製
紙
原
料
に
使
わ
れ

た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包

装
は
同
１
・
８
％
増
の

万

６
０
６
８

。
そ
の
う
ち

・
９
％
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
に
、

・
２
％
が
コ
ー
ク

ス
炉
化
学
原
料
に
再
利
用
さ

れ
た
。

　
ガ
ラ
ス
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
容
器
・
包
装
に
関
連

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
８
団
体
で

構
成
す
る
「
３
Ｒ
推
進
団
体

連
絡
会
」
は
、

年
度
を
最

終
目
標
年
度
と
す
る
第
二
次

自
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

率

％
以
上
の
維
持
を
表
明

し
た
。
こ
れ
を
支
え
る
再
利

用
網
の
構
築
も
各
業
界
で
進

ん
で
い
る
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、

年
５

月
に
国
内
飲
料
業
界
で
初
め

て
再
生
原
料
製
造
の
協
栄
産

業

栃
木
県
小
山
市

と
共

同
で
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
か
ら
再
生
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
生
み
出
す
「
ボ
ト
ル
・
ツ

ー
・
ボ
ト
ル
」
の
メ
カ
ニ
カ

ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
と
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
者
で
あ
る
ト
ム
ラ
・
ジ
ャ

パ
ン

東
京
都
大
田
区

は

年
４
月
か
ら
、
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
ス
ー
パ
ー

店
頭
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
空

容
器
回
収
機
を
設
置
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
機
内

で
破
砕
し
た
後
、
協
栄
産
業

で
ボ
ト
ル
用
樹
脂
に
再
生
し

て
い
る
。
ロ
ー
ソ
ン
は
今
年

３
月
か
ら
使
用
済
み
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
再
生
樹
脂
を
使
っ
た

総
菜
サ
ラ
ダ
容
器
の
採
用
を

始
め
た
。
回
収
か
ら
再
利
用

ま
で
を
国
内
で
一
貫
し
て
行

う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
循

環
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、

消
費
者
側
が
き
ち
ん
と
分
別

し
て
排
出
す
る
こ
と
が
必
須

と
な
る
。

　
食
品
分
野
の
リ
サ
イ
ク
ル

も
着
実
に
進
む
。
国
内
で
は

年
間
約
１
１
３
６
万

の
未

利
用
食
品
が
食
品
廃
棄
物
と

し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
が
、

技
術
開
発
の
進
歩
に
よ
っ
て

再
利
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
国
内
で
生
産
さ
れ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
約
１
割
を
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
の
原
料
で
使
用
す
る

カ
ル
ビ
ー
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

皮
残
さ
の
う
ち
、
８
割
は
豚

の
液
体
飼
料
に
活
用
し
、
残

り
の
２
割
は

年
に
産
学
官

連
携
で
開
発
し
た
キ
ノ
コ
栽

培
の
培
地
「
ド
ラ
イ
ミ
ー
ル

ポ
テ
ト
」
と
し
て
商
品
化
し

た
。
ま
た
、
使
用
済
み
の
廃

食
油
を
バ
イ
オ
燃
料
に
活
用

す
る
こ
と
も
進
め
て
い
る
。

　
太
章
興
産

埼
玉
県
鴻
巣

市

は
、
今
年

月
に
も
関

東
経
済
産
業
局
の
軽
油
特
定

加
工
業
者
の
業
者
登
録
を
取

得
し
、
廃
食
油
を
活
用
し
た

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
混
合
燃

料
の
製
造
を
始
め
る
。
カ
ル

ビ
ー
の
廃
油
を
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
バ
イ
オ
マ
ス
・
ジ
ャ

パ
ン

東
京
都
豊
島
区

が

買
い
取
り
、
太
章
興
産
へ
提

供
。
太
章
興
産
は
製
造
し
た

燃
料
で
カ
ル
ビ
ー
の
配
送
を

担
う
も
の
だ
。
３
者
が

ウ

ィ
ン
―
ウ
ィ
ン

の
関
係
で

廃
食
油
再
利
用
を
進
め
る
構

え
だ
。

　
未
利
用
食
品
を
回
収
し
て

飼
料
と
し
て
養
豚
に
与
え
、

そ
の
豚
肉
を
活
用
し
た
総
菜

パ
ン
と
し
て
最
終
的
に
消
費

に
ま
で
つ
な
げ
る
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
ル
ー
プ
の
活
動
も
進

む
。
中
央
畜
産
会
が

年
５

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
利
用
畜
産
物
認
証

制
度
」
は
、
飼
料
製
造
業
者

と
畜
産
農
家
、
精
肉
業
者
、

食
品
メ
ー
カ
ー
、
小
売
業
者

が
連
携
し
て
食
料
自
給
率
の

向
上
と
食
の
循
環
構
築
に
貢

献
し
て
い
る
。

　
認
定
第
一
号
の
山
崎
製
パ

ン
「
総
菜
パ
ン
」
に
使
わ
れ

る
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
豚
肉
は
、

え
さ
を
与
え
る
期
間
や
分
量

の
基
準
が
厳
し
く
規
定
さ
れ

た
家
畜
用
飼
料
「
エ
コ
フ
ィ

ー
ド
」
で
育
て
ら
れ
た
豚
か

ら
作
っ
て
い
る
。
ユ
ニ
ー
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
小

売
り
３
社
が
関
東
一
円
の
４

０
０
０
店
舗
で
販
売
し
て
お

り
、
売
れ
行
き
は
好
調
だ
。

　
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

よ
る
メ
ー
カ
ー
別
の

年
度

実
績
を
み
る
と
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
は
自
動
車
破
砕
残
さ

Ａ
Ｓ
Ｒ

の
引
き
取
り
が

万
台
で
、
前
年
度
比

・

３
％
減
。
重
量
ベ
ー
ス
で
の

再
資
源
化
率
は
約

％
で
、

前
年
度
か
ら
８

上
昇
し
、

同
法
の

年
度
法
定
基
準
の

再
資
源
化
率

％
を
５
年
連

続
で
上
回
っ
た
。
エ
ア
バ
ッ

グ
類
は

万
台
で
同

・
７

％
減
、
再
資
源
化
率
は

％

と
前
年
度
と
同
水
準
だ
っ

た
。
フ
ロ
ン
類
は

万
台
で

同

・
３
％
減
少
し
た
。

　
日
産
自
動
車
の

年
度
実

績
は
Ａ
Ｓ
Ｒ
の
引
き
取
り
が

万
台
で
、
前
年
度
比

・

８
％
減
。
再
資
源
化
率
は

・
５
％
で
、
同
９
・
８

ア

ッ
プ
し
た
。
エ
ア
バ
ッ
グ
類

は

万
台
で
同

・
９
％

減
、
再
資
源
化
率
は

・
８

％
と
前
年
度
比
０
・
５

減
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ

リ
サ
イ
ク
ル

完
全
リ
サ
イ

ク
ル

の
考
え
方
の
も
と
、

車
１
台
当
た
り
の
再
生
材
使

用
率
を

％
に
向
上
さ
せ
る

構
え
だ
。

　
ホ
ン
ダ
の

年
度
実
績

は
、
Ａ
Ｓ
Ｒ
の
引
き
取
り
が

万
台
で
、
前
年
度
比

・

４
％
減
。
再
資
源
化
率
は

・
３
％
で
同
８
・
３

の
上

昇
。
エ
ア
バ
ッ
グ
類
は

万

台
で
、
同
５
・
７
％
減
、
再

資
源
化
率
は

・
６
％
と
前

年
度
比
０
・
５

減
。
マ
ツ

ダ
は
Ａ
Ｓ
Ｒ
の
引
き
取
り
が

万
台
で
、
前
年
度
比

・

３
％
減
。
再
資
源
化
率
が

％
で
同

・
９

の
ア
ッ
プ

な
ど
と
な
っ
た
。

　
経
済
産
業
省
と
環
境
省
に

よ
る
と
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
い
た
廃
家
電
４
品

目
の

年
度
引
き
取
り
実
績

は
１
６
８
０
万
台
で
、
前
年

度
比

・
４
％
減
と
な
っ

た
。

　
内
訳
を
み
る
と
エ
ア
コ
ン

が
約
２
３
４
万
台
、
ブ
ラ
ウ

ン
管

Ｃ
Ｒ
Ｔ

テ
レ
ビ
が

約
７
８
７
万
台
、
液
晶
・
プ

ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
が
約

万

台
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
が
約

２
８
４
万
台
、
洗
濯
機
・
衣

類
乾
燥
機
が
約
３
１
５
万

台
。
前
年
度
比
率
で
み
る

と
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

だ
け
が
微
増
、
他
は
全
て
前

年
度
を
下
回
っ
た
。

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
に
搬
入
さ
れ
た
廃
家
電
は

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
よ
っ
て

鉄
、
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、

ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

有
価
物
と
し
て
回
収
さ
れ
、

全
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
に

お
い
て
法
定
基
準
を
上
回
る

再
商
品
化
率
を
達
成
し
た
。

具
体
的
な
廃
家
電
４
品
目
の

再
商
品
化
率
を
み
る
と
、
エ

ア
コ
ン
が

％

法
定
基
準

％

、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
で

％

同

％

、
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
で

％

同

％

、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
で

％

同

％

、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

％

同

％

だ
っ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
業
界
で
は
年
間

２
７
０
０
万

以
上
の
廃
棄

物
を
セ
メ
ン
ト
の
原
燃
料
材

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
供

給
源
も
火
力
発
電
所
か
ら
生

じ
る
石
炭
灰
、
自
動
車
の
廃

タ
イ
ヤ
、
高
炉
ス
ラ
グ
な
ど

多
種
多
様
。
二
次
廃
棄
物
が

少
な
い
点
や
処
理
料
を
徴
収

し
収
益
に
貢
献
で
き
る
こ
と

か
ら
各
社
が
力
を
入
れ
る
。

　
住
友
大
阪
セ
メ

ン
ト
は

年
度
に

年
間
３
１
０
万

、
副
産
物
を
含

め
る
と
５
２
０
万

を
リ
サ
イ
ク
ル

に
活
用
し
た
。
油

を
含
む
廃
白
土
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
多
く
利
用
す
る

の
が
特
徴
。

　
近
年
は
収
集
量

が
経
済
状
況
に
左

右
さ
れ
な
い
、
下

水
汚
泥
な
ど
を
セ

メ
ン
ト
の
焼
成
工

程
な
ど
で
活
用
す

る
取
り
組
み
も
強

化
し
て
い
る
。

　
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
炉
内

で
工
程
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
る
塩
素
を
低
減
す
る
塩
素

バ
イ
パ
ス
技
術
を
、
グ
ル
ー

プ
の
太
平
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ

東
京
都
江
戸
川
区

と
開
発
。
廃
棄
物
の
有
効
利

用
に
役
立
て
て
い
る
。


